
金
滞
古
蹟
志
巻
二
十

穂
幕
下
二
段
上
。
周
年
各
二
段
。
同
四
年
東
廻
二
段
。
同
五
年
七
月

幕
上
。
同
六
年
幕
八
枚
目
。
同
七
年
小
結
也
。
同
八
年
各
閥
脇
上
。

同
九
年
各
於
=
本
所
回
向
院
-
大
関
相
成
。
同
十
年
春
於
=
芝
紳
明
-
改

名
。
呼
a
阿
武
松
緑
之
助
吋
同
十
一
年
春
於
且
本
所
回
向
院
-
帯
a
横
綱
コ
欧

後
天
保
六
年
迄
二
十
一
年
。
相
勤
相
撲
数
三
百
五
十
番
。
共
内
二
百

五
十
九
番
勝
。
五
十
一
番
負
。
引
分
無
昌
勝
負
-
四
十
一
番
也
。

安
政
二
乙
卯
歳
+
月
建
之
塾
頭

催
主

武

隈

文

右

衛

門

勇

嶋

磯

吉

小

柳

常

吉

千

賀

浦

庄

吉

小

野

原

寓

.

吉

馬
龍
軒
九
郎
右
衛
門

布
の
外
行
事
木
村
庄
之
助
以
下
敷
名
、
慈
石
に
彫
刻
せ

D
。
此
の
建
石

は
阿
武
松
既
に
故
人
と
成
り
た
る
後
、
頗
負
の
人
々
箆
起
し
て
愛
に

建
て
た
り
と
い
へ
り
。
抑
t

阿
武
松
緑
之
助
は
、
古
今
無
鍵
の
相
撲
に

て
、
共
の
名
を
天
下
に
瀬
し
、
後
世
陀
共
の
美
名
を
越
し

τ‘
日
の

下
開
山
と
稽
す
。
共
の
出
生
を
等
ぬ
る
に
、
能
登
園
鳳
至
郡
渦
川
の

名
を
天
下
に
轟
か
せ
り
。
故
に
長
門
藩
毛
利
家
に
抱
え
ら
れ
‘
簡
保
米

三
十
俵
を
賜
ふ
と
い
へ
ど
も
僻
退
せ
し
に
よ
り
‘
五
十
依
を
賜
ひ
た

り
と
。
相
撲
給
金
も
三
十
三
雨
に
至
れ
り
と
ぞ
。
故
に
江
戸
に
本
宅
・

妾
宅
を
様
へ
、
相
撲
年
寄
と
な
り
・
一
生
裕
繭
に
暮
し
‘
嘉
永
四
年

十
二
月
廿
九
日
の
朝
私
邸
に
残
せ
り
。
享
年
六
十
一
歳
、
深
川
崎
W
心

寺
の
境
内
に
墳
墓
を
築
き
.
愛
に
埋
葬
し
て
砕
石
を
建
て
た
り
。
門

弟
若
干
人
た
る
中
に
も
、
叙
山
・
小
柳
の
雨
入
は
一
二
の
高
弟
に
て
、

共
の
名
高
し
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
相
撲
は
上
古
出
雲
の
野
見
宿

禰
よ
り
濫
筋
し
て
‘
勇
名
の
相
撲
多
し
と
い
へ

εも
.
目
下
関
山
の

美
名
を
得
た
る
は
阿
武
松
一
人
而
巴
と
い
へ
り
。
日
下
関
山
は
天
下

無
鍵
の
稀
也
。
武
郡
部
小
停
に
、
宮
本
武
磁
白
線
=
日
下
関
山
-
と
載
せ
た

o
 

hυ O
長
久
山
本
性
寺

法
華
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
岡
基
、
天
正
十
四

年
三
田
村
作
内
・
橋
本
惣
右
衛
門
雨
入
、
菩
提
寺
建
立
仕
度
旨
訴
訟

申
上
、
則
於
且
枯
木
町
-
屋
敷
拝
領
被
=
仰
付
一
越
前
園
府
中
本
興
寺
塔
頭

数
行
院
与
申
借
呼
越
‘
寺
建
立
仕
鹿
、
共
後
御
用
地
に
被
=
召
上
一
小

立
野
に
而
替
地
申
請
移
諒
仕
底
、
震
而
屋
敷
替
被
白
仰
付
一
竪
河
原
町

企
部
古
蹟
志
血
管
二
十

四

隣
邑
七
海
村
の
産
た
り
と
ぞ
。
幼
名
を
長
吉
と
呼
ぺ
り
。
幼
年
の
頃

よ
り
力
量
あ
る
を
以
て
、
相
撲
取
と
な
ら
ん
事
を
欲
し
、
文
化
十
二

年
二
十
五
裁
に
て
武
州
江
戸
へ
出
で
‘
武
隈
の
門
弟
と
成
り
‘
相
撲

名
を
小
車
と
稽
す
。
武
隈
そ
の
大
食
な
る
を
見
て
、
相
撲
の
術
に
堪

へ
じ
と
て
‘
路
金
一
歩
を
奥
へ
て
蹄
園
せ
し
む
。
故
に
既
に
静
岡
路
氏

就
か
ん
と
板
橋
聴
に
一
泊
し
、
相
撲
人
と
成
る
も
活
計
の
潟
め
な

り
、
今
虚
し
く
故
郷
に
蹄
ら
ぽ
、
衆
人
の
嚇
を
菟
か
れ
が
た
し
と
思

慮
し
、
宿
主
を
介
と
し
て
更
に
銀
山
の
弟
子
と
成
り
、
名
を
小
緑
と

改
む
。
周
年
椛
町
の
心
法
寺
枇
内
大
相
撲
奥
行
に
初

τ序
，
口
と
成

り
、
名
を
小
柳
長
吉
と
改
稿
す
。
夫
れ
よ
り
年
々
の
奥
行
毎
に
段
を

進
め
、
文
政
二
年
の
春
幕
下
二
段
に
上
り
、
同
五
年
の
春
江
戸
蹴
前

八
幡
の
花
相
撲
に
、
先
哲
隈
と
取
組
み
け
る
に
、
こ
を
く
勝
を
取

り
た
り
。
此
の
年
の
暮
幕
の
内
前
頭
に
進
み
‘
六
年
に
幕
八
枚
目
K

至
り
1

同
七
年
に
小
結
と
成
り
、
翌
八
年
の
各
閥
脇
に
登
り
、
九
年

の
各
本
所
回
向
院
に
於
て
迭
に
大
闘
と
成
り
‘
翌
十
年
の
稼
芝
紳
明

に
於
て
改
稽
し
、
阿
武
松
緑
之
助
と
呼
べ
り
。
凡
相
撲
取
初
め
し
よ

り
、
都
榔
の
緒
奥
行
毎
に
勝
を
取
り
、
負
け
た
り
と
い
ふ
事
な
し
。

故
に
古
今
未
曾
有
の
力
者
と
し
‘
世
人
日
の
下
開
山
と
稀
美
し
、
勇

に
而
替
地
申
請
。
然
鹿
又
々
屋
敷
替
被
=
仰
付
一
元
和
元
年
於
=
泉
野
-

寺
屋
敷
被
v
下
、
子
v
今
居
住
仕
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
枯
木
町
は
今

枯
木
橋
の
漣
怠
る
ぺ
し
。
野
田
寺
町
妙
法
寺
・
卯
辰
妙
願
寺
の
由
来

書
に
も
、
枯
木
町
民
於
て
寺
屋
敷
拝
領
す
と
あ
り
て
、
箕
浦
氏
筆
記

に
、
蓮
池
の
越
よ
り
枯
木
町
と
去
ふ
町
漣
ま
で
云
々
と
い
ふ
事
を
載

せ
た
り
。
又
竪
河
原
町
は
今
云
ふ
竪
町
た
り
。
さ
て
開
基
檀
那
三
田

村
作
内
は
‘
慶
長
十
七
・
八
年
の
士
幌
民
、
加
州
百
五
十
石
三
岡
村
作

内
と
あ
り
。
河
北
郡
津
幡
茜
丞
所
磁
古
文
書
中
に
、
作
内
の
判
寄
等

あ
り
。
共
の
文
左
の
如
し
。

態
申
入
候
。
伺
共
方
屋
敷
之
儀
、
議
州
へ
申
入
候
慮
に
、
御
馳
走
被
v

成
、
被
昌
申
上
-
可
ν
被
v
下
由
候
問
、
早
々
一
胸
中
に
可
ν
被
v
越
候
。
自
然
隙

入
申
候
者
.
明
朝
必
々
待
入
申
候
。
殿
様
へ
御
磁
申
可
v
然
存
、
細
々

申
入
候
。
恐
々
議
官
。

毎
月
廿
八
日

津

幡

醤

丞

殿

棒
幡
醤
丞
方
へ
被
v
下
屋
敷
之
事

一
、
十
五
間
四
十
二
問
者

三
田
村
作
内
印

一
、
四
間
十
六
問
者

六
百
二
十
歩

以
下
略
。

-五

t 




